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田耕作をしているヤン族の村である NS 村に 1 年以上の長期，また， 1 週間


































































用における争いが顕在化している。以下ではモン族の NM 村と NS 村の間の
資源利用競合問題について述べていこう。
　NM 村は，2004年 4 月に28世帯が幹線道路から半日ほど歩いた山の中から，
NS 村と K 村の中間に位置する土地へ移住した（図 2 ）。翌年の2005年に同じ









いて村の長老たちに説明し，低地への移住を説得した。移住後の 2 ～ 3 年間
は村が食料不足になることを覚悟していたという。
　NM 村の村長は，村人の説得に成功した後，移住の許可と移住場所の相談
に NS 村と K 村を訪れた。NM 村が移住しようとしていた場所は，NS 村や













NM 村が NS 村の水牛放牧地である森林の一部をパラゴム園に転換したこと
で，NS 村の水牛放牧地が減少し，水牛が NM 村のパラゴム園に侵入し苗を
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　当時を知る村人によると，第 1 期では 1 人あたり 3 カ月分の飯米が不足し，
1986年以降の第 2 期では 1 カ月分の飯米が不足したという。調査時の NS 村
において，大人 1 人が 1 年間に消費する平均的な飯米量は籾重で320キログ
ラムであった（富田［2008: 145］）。集団化期においても，同量の飯米が平均
的な消費量とされていたと仮定すると，第 1 期で 3 カ月分の飯米が足りない



















































































の森林産物の商品化も期待していた（Eekasaan Khoong Koongpasum Nyai Khang 
Thii III Khoong Phak Pasaason Pativat Lao［1982］）。そのため，1982年の第 3 回
党大会では，森林を伐採し焼却する焼畑は森林資源の劣化と破壊の元凶であ
り，ひいては歳入を脅かす存在とみなされ，森林伐採の制限と森林資源の管
理が必要とされたのである（Eekasaan Khoong Koongpasum Nyai Khang Thii III 
Khoong Phak Pasaason Pativat Lao［1982］）。そして1986年の第 4 回党大会では，
焼畑の停止が目標として定められた（Eekasaan Khoong Koongpasum Nyai Khang 








































































































































































































Eekasaan Khoong Koongpasum Nyai Khang Thii III Khoong Phak Pasaason Pativat Lao
［ラオス人民革命党第 3 回党大会文書］［1982］.
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